校長講話などについて

　　　　　　　　　　椎　川　　忍

１　講義ではなく講話ですから、難しい理屈の話ではなく、自分自身の３２年間にわたる国・地方を通じた公務員生活や地域活動などの経験に基づき、公務の原点や望ましい公務員像、行政経営改革の必要性と実際の自治大学校における取り組み、地域おこしと公務員の役割、条件不利地域の地域戦略、観光や交流居住による地域活性化、自治大研修を受ける心構え、学びの方法と姿勢などを中心にお話しします。

２　１回目（必修）は、研修開始直後に１時限（７０分）で行いますが、その時は時間に限りがありますので、こちらが用意した資料に基づき概括的なお話しをします。

３　２回目から（希望）は、皆さんの希望がある場合に限って、希望の多い項目（予め示された候補項目から選択していただきます）について、お互いに時間調整が可能な場合（５時限目終了後１８時頃までの時間も含みます）に行うことにします。この場合、参加者は全員でなくても構いませんが、原則として３分の２以上の研修生の参加が見込まれる場合に行います。

４　校長講話の全体の回数は、３週間未満の課程にあって２回程度、６週間から３ヶ月の課程にあっては２～３回程度、６ヶ月の課程にあっては３～４回程度までを限度とします。また、研修成果の把握や研修生との交流も目的として行いますので、受講間隔は適度にとっていただきます。
５　２回目以降の校長講話を希望する場合は、別添の希望調書を出来るだけ早めに、少なくとも１０日前までには、教務部に提出して、時間調整などを行ってください。
６　授業としての講話以外に、任意のグループで時間外の懇談を希望する場合には、同じ様式で結構ですから、その旨（任意の懇談希望である旨）を記入して、直接校長の私本人に提出してください。（秘書の橋本さん経由でも結構です。）時間がある限り、出来るだけ実現できるよう配慮いたします。

（注）

　これは私が自治大学校長として、研修生の皆さんにとって一番良い方法であると考えて行う方式であり、校長が代わったときにもこの方式が必ず採用されるというものではありませんので、予めご了承下さい。
